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いたずらガンガンがおもちゃをす

てようとしているところ

たかはしかずたかくん

　　（天水島彦六）
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11月1日～30日

Sマーク普及促進

　　　　　　　　月間

　理容・美容・タリー

ニング店に掲げられて

いるSマータは、厚生

大臣認可の標準営業約

款制度に従って営業し

ているお店のマークです

β
．
亀

まっかなはっばのおお

きな木

こうようのおおきな木

　イ「γ聯ン

さとうちほさん
（天水越　中村屋）

たきざわだいすけくん

　　（天水越　家の向）

▼
1
0
月
の
で
き
ご
と

8
日
　
名
老
百
選
選
考
委
員
会

10

日
　
町
駅
伝
大
会
・
健
康
マ
ラ

　
　
ソ
ン
・
き
の
こ
狩
り
大
会

12

日
　
除
雪
会
議

　
』
郡
美
術
展
覧
会
（
松
代
町
）

15

日
　
食
推
リ
ー
ダ
ー
会
議

16

日
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

　
　
行
政
相
談
（
セ
ン
タ
ー
）

19

H
　
消
防
分
団
．
長
会
議

20

日
　
坂
口
安
吾
ま
つ
り

27

日
　
錦
鯉
品
評
会
・
町
美
術
展

28

日
　
農
業
祭
・
芸
能
祭

▼
1
1
月
の
予
定

3
日
　
浦
田
中
学
校
閉
校
記
念
式

　
　
典

8
日
　
議
会
建
設
委
員
会

9
日
　
　
〃
総
務
民
生
委
員
会

　
　
献
血

12

日
　
即
位
の
H

21

日
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

　
　
温
泉
委
員
会

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
秋
の
収
穫
作
業
も
白
菜
・
ダ
イ

コ
ン
な
ど
を
除
い
て
、
ほ
ぽ
終
り

に
近
づ
き
ま
し
た
。
今
年
は
カ
ラ

カ
ラ
天
気
と
台
風
の
影
響
で
、
野

菜
類
が
大
変
高
い
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
所
は
良
く
出
来
ま
し

た
か
？

　
さ
て
、
十
月
は
行
事
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
広
報
担
当
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
わ
け
で
発
行
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
町
の
農
業
祭
・
芸
能
祭
、
皆
さ

ん
行
か
れ
ま
し
た
か
。
「
管
領
塚
物

語
も
良
か
っ
た
。
で
も
若
い
女
し

ょ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
ま
た
良

か
っ
た
っ
け
の
お
」
と
言
う
声
も
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
六
七
（
▲
九
）

　
　
男
／
一
、
八
九
二
（
▲
一
）

　
　
女
／
一
、
九
七
五
（
▲
八
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
一
（
▲
二
）

（
）
内
は
十
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
一
月
号

平
成
二
年
十
一
月
十
五
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
費
六
⊥
一
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

広報
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醸．躯
＿輔！鱒贈

ぴ
醇

平
成
2
年
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

ど
ん
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

良
か
っ
た
人
は
来
年
も
。

悪
か
っ
た
人
は

新
し
い
年
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

n
月
　
町
内
の
3
つ
の
保
育
所
で

「
お
ゆ
う
ぎ
会
」
が
行
わ
れ

か
わ
い
い
歌
や
踊
り
、
、
劇
な
ど
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

蒲苗保育所
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轡
＋
三
年
の
峯
に
幕
を
閉
じ
る

糖
　
　
浦
田
中
学
校
で
統
合
記
念
式
典

　学校運営に貢献された方々に感謝
　状が贈られました。

響職添磁顯
　　　　　　　盗・、・・猛購耀謎

在校生23名が元気よく「ふるさとの四季」を合唱し、式典を盛りあげる

　
昭
和
二
卜
二
年
の
開
校
以
来
、

四
卜
、
二
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
来
た

町
立
浦
田
中
学
校
が
、
生
徒
数
の

減
少
に
よ
り
今
年
度
い
っ
は
い
で

幕
を
閉
じ
、
来
年
四
月
か
ら
松
之

山
中
学
校
に
統
合
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
東
頸
城
郡
内
で
松
之
山
だ
け
が

一
町
で
二
校
の
中
学
校
を
維
持
し

て
来
た
の
で
す
が
、
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
波
に
逆

ら
え
ず
、
止
む
な
く
閉
校
と
い
う

淋
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
こ
の
来
春
統
合
決
定
を
受
け
て
、

浦
田
地
区
で
は
協
議
会
、
P
T
A
、

同
窓
会
等
を
中
心
と
し
た
「
浦
田

中
学
校
統
合
実
行
委
員
会
」
を
作

り
、
記
念
式
典
や
統
合
後
の
校
舎

利
川
な
ど
に
つ
い
て
、
準
備
や
話

し
合
い
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
ト
一
月
三
日
の
文
化
の
H
に
統

合
記
今
心
式
典
、
記
念
碑
の
除
幕
、

全員で校歌を斉唱し、式典が終わる。

記念演奏として山村留学生6人による

「山留太鼓」が披露されました。

生徒代表らの手によって記念碑の除幕が静かに

行われました。

感
謝
の
会
が
同
校
で
開
催
さ
れ
、

町
長
を
は
じ
め
と
し
た
町
関
係
者
、

旧
職
員
、
同
窓
生
、
P
T
A
の
方

方
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
、
在
校

生
等
、
二
百
し
ト
名
以
ト
の
方
が

出
席
し
、
閉
校
を
惜
し
む
と
と
も

に
今
後
の
発
展
を
望
み
ま
し
た
。

　
十
時
三
〇
分
か
ら
始
ま
っ
た
式

典
で
は
、
実
行
委
員
長
の
田
辺
一

夫
氏
よ
り
統
合
決
定
に
至
る
ま
で

の
経
過
を
交
え
た
あ
い
さ
っ
や
、

学
校
へ
行
っ
て
も
頑
張
り
ま
す
凶

と
、
力
強
い
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。

　
式
典
終
ゴ
後
、
生
徒
全
員
に
よ

る
記
念
演
奏
会
が
開
か
れ
、
　
「
ふ

る
さ
と
の
四
季
」
と
題
し
た
唱
歌

メ
ド
レ
ー
を
全
員
で
合
唱
し
た
ほ

か
、
六
人
の
山
村
留
学
生
が
、
「
山

留
太
鼓
」
を
威
勢
よ
く
披
露
す
る

な
ど
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
が
外
に
出
て
憩

い
の
庭
の
一
角
に
建
立
さ
れ
た
記

念
碑
の
除
幕
に
移
り
、
町
長
や
生

徒
代
表
ら
の
、
r
に
よ
っ
て
幕
が
ド
ー

ろ
さ
れ
る
と
、
、
浦
田
中
学
校
跡
」

と
刻
ま
れ
た
大
き
く
て
立
派
な
碑

が
姿
を
見
せ
、
そ
の
碑
に
地
元
の

青
年
団
の
手
で
魍
が
注
ぎ
込
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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撮
、
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に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
長

沢
田
芳
郎
校
長
先
生
、
来
賓
の
皆

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
次
々
と
行

わ
れ
た
ほ
か
、
学
校
運
営
に
尽
力

さ
れ
た
地
．
兀
の
方
々
に
感
謝
状
の

贈
呈
が
、
ま
た
、
在
校
生
二
十
三

名
に
記
今
心
品
が
贈
ら
れ
る
な
ど
し

ま
し
た
。
生
徒
を
代
表
し
て
三
年

生
の
本
山
達
夫
君
が
「
中
学
校
が

無
く
な
る
の
は
大
変
淋
し
い
が
、

浦
田
中
学
で
学
ん
だ
”
闘
魂
と
素

朴
の
心
〃
を
人
切
に
、
松
之
山
中

ま
し
た
。

　
こ
の
記
今
心
碑
は
来
春
以
降
、
生

徒
が
通
わ
な
く
な
っ
た
学
校
を
静

か
に
見
守
り
続
け
る
事
で
し
ょ
う
。

　
除
幕
式
に
引
き
続
き
感
謝
砕
食

が
体
育
館
で
行
わ
れ
、
浦
田
中
学

校
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
飾
っ
て
来

た
皆
さ
ん
が
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
ほ
か
、
旧
交
を
温

め
あ
う
姿
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
校
が
無
く
な
る
の
は
地
域
住

民
に
と
っ
て
大
変
悲
し
い
事
で
す

が
、
大
勢
の
生
徒
と
共
に
学
ぶ
教

育
的
効
果
を
期
待
し
、
ま
た
残
さ

れ
た
校
舎
の
有
効
的
な
活
用
を
願

っ
て
ほ
し
い
と
田
心
い
ま
す
。

青年たちの手で記念碑が清められ、魂が

入れられました。

②
③
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な
っ
た
学
校
を
静

か
に
見
守
り
続
け
る
事
で
し
ょ
う
。

　
除
幕
式
に
引
き
続
き
感
謝
砕
食

が
体
育
館
で
行
わ
れ
、
浦
田
中
学

校
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
飾
っ
て
来

た
皆
さ
ん
が
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
ほ
か
、
旧
交
を
温

め
あ
う
姿
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
校
が
無
く
な
る
の
は
地
域
住

民
に
と
っ
て
大
変
悲
し
い
事
で
す

が
、
大
勢
の
生
徒
と
共
に
学
ぶ
教

育
的
効
果
を
期
待
し
、
ま
た
残
さ

れ
た
校
舎
の
有
効
的
な
活
用
を
願

っ
て
ほ
し
い
と
田
心
い
ま
す
。

青年たちの手で記念碑が清められ、魂が

入れられました。

②
③
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今年の冬も雪は少ない？

　　しかし準備だけはしなくては

除
雪
計
画
が
で
き
ま
し
た

　
昭
和
五
九
年
の
豪
雪
以
来
目
立

っ
た
大
雪
も
な
く
、
大
変
過
ご
し

や
す
い
冬
が
こ
こ
数
年
続
い
て
お

り
、
　
「
地
球
の
温
暖
化
現
象
も
あ

っ
て
雪
が
降
ら
な
ぐ
な
る
の
で
は
し

な
ど
と
い
う
話
が
聞
か
れ
る
く
ら

い
で
す
。

　
雪
の
た
め
に
過
疎
が
進
む
と
い

わ
れ
て
い
る
山
間
豪
雪
地
に
と
っ

て
は
誠
に
あ
り
が
た
い
現
象
で
す
。

し
か
し
ヤ
そ
ん
な
　
　
ほ
ど
ス
キ

・
鰹
『

ー
場
等
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
急
ぐ

傾
向
が
見
ら
れ
、
何
か
自
然
に
逆

ら
う
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
少
雪
が
い
つ
ま
で
も

続
く
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
…
…
。

　
さ
て
、
今
年
度
の
除
雪
計
画
が

策
｛
疋
さ
れ
、
十
一
月
二
卜
七
日
の

総
代
会
で
報
告
・
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
主
な
改
正
点
は
、
今
ま

で
町
直
営
で
除
雪
し
て
い
た
路
線

「もうすぐ出番が来るぞ」除雪車

（
松
代
・
松
－
・
し
山
線
な
ど
）
を
、

全
て
業
者
委
託
に
し
た
事
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
保
安
．
要
員
に
よ
る

雪
L
車
の
．
圧
雪
を
除
き
、
町
内
の

国
．
県
・
町
道
等
の
除
雪
は
高
橋

組
・
大
海
紐
・
飯
塚
建
設
・
松
里

建
設
・
志
智
ハ
．
電
設
の
五
、
脇
未
者
が
行

い
ま
す
。

▼
町
道
等
除
．
雪
延
長

　
今
年
度
の
町
道
（
松
代
松
之
山

　
　
　
除
．
雪
計
画
の
延
長
は
四
四
・

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
昨
年
よ
り

も
一
∴
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
便
利
に

H月27日　役場で行われた総代会
主に除雪計画が説明されました、、

な
り
ま
す
。

▼
圧
雪
道
路
関
係

　
圧
雪
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
ご

と
に
配
置
さ
れ
て
い
る
保
安
要
員

が
、
八
台
の
雪
上
車
を
使
っ
て
行

い
ま
す
。
そ
の
総
延
長
は
二
八
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
咋
年
と
ほ

ぼ
同
じ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
安
全
で
迅
速
な
除
雪
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
少
し
で
も
早
く
、
ま
た
事
故
を

起
さ
な
い
除
圧
雪
作
業
を
す
る
た

め
に
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

＊
道
路
に
而
し
た
家
で
の
屋
根
の

　
癖
，
．
ト
し
は
、
部
落
長
な
ど
の
指

　
．
．
小
に
し
た
が
い
、
む
や
み
に
落

　
さ
な
い
。

＊
道
路
L
の
夜
間
駐
車
は
絶
対
し

　
な
い
こ
と
。

＊
除
圧
嘗
車
に
は
近
ず
か
な
い
。

　
ま
た
、
除
雪
直
後
の
道
路
は
大

　
変
滑
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

＊
車
の
ス
ピ
ー
ド
は
常
に
控
え
め

　
に
。

＊
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し
や
す

　
い
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
囲
っ

　
て
補
強
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

　
さ
い
。

楽
し
い
正
月
は
家
族
一
緒
に
！

出
稼
ぎ
帰
省
・
再
赴
任
バ
ス

　
正
月
を
故
郷
で
家
族
と
一
緒
に

迎
え
て
も
・
り
お
う
と
、
出
稼
ぎ
者

を
対
象
と
し
た
帰
省
∴
再
赴
任
ベ

ス
を
今
年
も
運
行
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
姦

塾

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
幹
線
等
を
利
用
す
る
よ
り
時

問
は
少
し
か
か
り
ま
す
が
、
松
之

山
ま
で
確
実
に
座
っ
て
来
れ
ま
す

し
、
補
助
金
が
出
ま
す
の
で
料
金

も
ず
っ
と
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
正
月
帰
省
バ
ス

○
運
行
日

　
　
東
京
発
　
十
二
月
二
十
九
日
・

　
　
　
　
　
三
〇
H
（
二
日
間
）

　
　
名
古
屋
発
　
二
十
九
日
の
み

○
料
金

　
　
東
　
京
　
五
、
五
〇
〇
円

　
　
名
古
屋
　
六
、
八
○
○
円

▽
再
赴
任
バ
ス

o
運
行
日
　
平
成
三
年
一
月
四
日

○
料
金
　
帰
省
バ
ス
と
同
じ

▽
申
し
込
み
〆
切

　
　
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
役
場

　
職
業
係
ま
で
。
時
間
・
乗
車
場

　
所
等
、
詳
し
い
事
を
知
り
た
い

　
方
は
産
業
課
職
業
係
ま
で
お
訪

　
ね
く
だ
さ
い
。
　
（
六
－
三
二
二

　
｝
番
）

㊥雨・㊥⑬
交通事故防止

交
通
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

　
　
　
一
人
一
人
が
正
し
く
実
践

　
今
年
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
が
、
一
万
一
壬
人
を
超
え
た
昨

年
を
上
回
る
勢
い
で
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
例
年
、
車
の
量
、

人
の
流
れ
が
多
く
な
り
ま
す
。
特

に
こ
の
時
期
は
、
気
分
的
に
も
慌

た
だ
し
く
な
り
、
先
を
急
ぐ
あ
ま

り
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
た
り
、

忘
年
会
な
ど
で
の
飲
酒
の
機
会
も

多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
速
度
超
過
、

信
号
無
視
、
飲
酒
運
転
な
ど
に
よ

る
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
く
れ

　
ぐ
れ
も
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
ゆ
に
、

　
ゆ
と
り
を
も
っ
，
て
安
全
運
転
に

　
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
飲
酒
運
転
は
絶
対
止
め
ま
し
ょ

　
・
っ
Q

O
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
飛
び
出
し

　
や
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
危

　
険
で
す
。
雪
道
で
は
滑
り
や
す

　
い
の
で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

咋
年
は
交
通
事
故
に
よ
り
｝
万

　
千
人
余
り
の
方
が
死
亡
し
、
八

十
　
万
人
の
方
が
負
傷
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
十
七
分
に
一
人
が
死

亡
し
、
三
十
九
秒
に
一
人
が
ケ
ガ

を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
の
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴

は
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
が
、

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
ど
、

若
者
（
十
六
～
二
十
四
歳
）
と
高

齢
者
で
、
全
死
者
数
の
過
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
末
や

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
H
が
短
か
く
な
っ
て
夕
方
暗
く

な
る
の
が
す
ご
く
早
く
な
っ
て
い

ま
す
。
歩
行
者
に
十
分
気
を
つ
け

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
！

感〉
包
、

黛’

流
憲
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亡
し
、
八

十
　
万
人
の
方
が
負
傷
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
十
七
分
に
一
人
が
死

亡
し
、
三
十
九
秒
に
一
人
が
ケ
ガ

を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
の
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴

は
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
が
、

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
ど
、

若
者
（
十
六
～
二
十
四
歳
）
と
高

齢
者
で
、
全
死
者
数
の
過
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
週
末
や

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
H
が
短
か
く
な
っ
て
夕
方
暗
く

な
る
の
が
す
ご
く
早
く
な
っ
て
い

ま
す
。
歩
行
者
に
十
分
気
を
つ
け

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
！

感〉
包
、

黛’

流
憲
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サイレンが鳴りません！
（松之山地区）

　
現
在
、
松
之
山
町
で
は
午
前
十

一
時
と
午
後
五
時
に
、
各
地
区
に

設
置
し
て
あ
る
サ
イ
レ
ン
が
一
斉

に
鳴
っ
て
時
を
知
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

　
松
之
山
地
区
に
お
い
て
は
、
役

場
の
す
ぐ
裏
に
あ
る
央
砂
見
榔
ぐ

ら
に
サ
イ
レ
ン
が
設
置
し
て
あ
る

関
係
で
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
い

る
間
、
会
議
を
中
断
し
た
り
電
話

が
聞
き
ず
ら
い
と
い
っ
た
不
便
な

状
態
が
、
役
場
や
近
所
の
方
々
に

生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
松
之
山
地
区
に
お
き

ぼ
し
て
は
平
成
三
年
一
月
一
日
よ

　
　
　
　
、
＼
．
＼
．

り
、
午
前
十
一
時
の
サ
イ
レ
ン
は

鳴
ら
さ
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
平
成
三
年
度
実
施
を
め

ど
に
、
全
地
区
全
戸
を
対
象
と
し

た
防
災
無
線
の
導
入
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

．
非
常
時
の
た
め
の
サ
イ
レ
ン
”

と
い
う
、
本
来
の
目
的
に
合
っ
た

使
い
方
に
除
々
に
戻
す
事
も
大
切

か
と
思
い
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
戸

惑
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
願
い
ま
す
。
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火の見やぐらに設置されて

は

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
税
金
の

所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
を

、

こ
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得

税
や
市
町
村
民
税
を
算
出
す
る
際

に
、
全
額
が
祉
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
し
て
課
税
所
得
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今

年
一
年
問
に
納
め
た
保
険
料
の
総

額
（
納
め
忘
れ
の
期
間
に
つ
い
て

納
め
た
未
納
保
険
料
や
、
免
除
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
納
め
た
追

納
保
険
料
等
も
申
告
額
に
含
む
）

撫
男
、
筋

で
す
の
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

は
年
末
調
整
の
と
き
に
、
農
業
や

自
営
業
の
方
は
二
月
か
ら
三
月
に

か
け
て
の
確
定
申
告
の
と
き
に
、

申
告
書
の
「
社
会
保
険
料
控
除
」

欄
に
、
納
め
た
保
険
料
の
総
額
を

忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
二
年
の
保
険
料
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
前
納
保
険
料
、
追
納
保

険
料
な
ど
の
納
め
た
保
険
料
額
が

わ
か
ら
な
い
方
は
、
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

平成2年の保険料額

月
　
　
　
　
　
額

｛
疋
　
　
額

1月～3月 8，000円

4月～12月 8，400円

付加保険料 400円

年
　
　
　
　
額

定額保険料 99，600円

付加保険料 4，800円

定額・付加 104，400円

新
し
い
戸
籍
は

　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
字
で

　
戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

す
る
と
か
、
相
続
登
記
を
す
る
場

合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は
日
本
人

に
つ
い
て
の
身
分
関
係
を
登
録
・

公
証
す
る
公
文
書
と
し
て
重
要
な

も
の
で
す
か
ら
、
正
し
い
文
字
で

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏

名
が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
官
公
署
の
窓
口
等
で

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
社
会
生
活
ヒ
、

不
便
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方

方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
”
平
成
三
年
一
月
一
日

以
後
”
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を

新
し
い
戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に

は
、
正
し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い

字
で
記
載
し
ま
す

▽
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

　
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に

　
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

　
は
、
新
し
い
戸
籍
に
正
し
い
字

　
で
記
載
し
ま
す
。

ア
、
婚
姻
・
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

　
新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合
。

イ
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他

　
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合
。

ウ
、
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど
。

▽
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

　
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時

　
あ
る
い
は
戸
籍
の
記
載
し
た
後

　
に
、
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

▽
俗
字
の
う
ち
、
「
高
し
と
か
「
崎
」

　
な
ど
、
＝
疋
の
範
囲
の
字
に
つ

　
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
載
し

　
ま
す
。

申
し
出
に
よ
っ
て
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

字
に
訂
正
す
る
こ
と
も
て

き
ま
す

　
現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
．
止
し
い
字
に
は
直
り

ま
せ
ん
が
、
申
出
に
よ
っ
て
、
い

つ
で
も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
に
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
に
よ
っ
て
難
し
い

字
体
を
や
さ
し
い
字
体
に

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名

が
、
例
え
ば
「
邊
」
と
旧
字
体
で

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ご
不
便

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
申
し

出
に
よ
り
、
そ
の
字
体
に
対
応
す

る
新
字
体
（
通
用
字
体
）
で
あ
る

「
辺
」
に
直
す
（
更
正
す
る
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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野
鳥
コ
ケ
シ
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
商
工
会

　
松
之
山
町
の
か
や
研
品
（
特
産

品
）
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

”
野
鳥
コ
ケ
シ
”
で
す
が
、
．
近
年

作
っ
て
い
る
方
が
少
な
く
な
り
注

文
に
応
じ
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
商
工
会
で
は
野
鳥
コ
ケ
シ
の

製
作
を
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

探
し
て
い
ま
す
。
夏
冬
を
通
し
て

自
分
の
ぺ
ー
ス
で
作
っ
て
い
た
だ

け
る
仕
事
で
す
し
、
作
り
方
等
に

つ
い
て
は
商
工
会
で
講
習
会
な
ど

開
い
て
教
え
ま
す
の
で
、
一
人
で

も
多

く
の
方
か
ら
希
望
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う

方
は
、
商
工
会
（
電
話
六
ー
．
｝
二

七
四
番
）
に
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。本物にそっくりと評判の良い松之山の

野鳥コケシ。作ってみようという方は

是非商工会へ連絡を！
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の
目
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事
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ら
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で
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載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏

名
が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
官
公
署
の
窓
口
等
で

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
社
会
生
活
ヒ
、

不
便
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方

方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
”
平
成
三
年
一
月
一
日

以
後
”
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を

新
し
い
戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に

は
、
正
し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い

字
で
記
載
し
ま
す

▽
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

　
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に

　
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

　
は
、
新
し
い
戸
籍
に
正
し
い
字

　
で
記
載
し
ま
す
。

ア
、
婚
姻
・
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

　
新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合
。

イ
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他

　
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合
。

ウ
、
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど
。

▽
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

　
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時

　
あ
る
い
は
戸
籍
の
記
載
し
た
後

　
に
、
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

▽
俗
字
の
う
ち
、
「
高
し
と
か
「
崎
」

　
な
ど
、
＝
疋
の
範
囲
の
字
に
つ

　
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
載
し

　
ま
す
。

申
し
出
に
よ
っ
て
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

字
に
訂
正
す
る
こ
と
も
て

き
ま
す

　
現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
．
止
し
い
字
に
は
直
り

ま
せ
ん
が
、
申
出
に
よ
っ
て
、
い

つ
で
も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
に
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
に
よ
っ
て
難
し
い

字
体
を
や
さ
し
い
字
体
に

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名

が
、
例
え
ば
「
邊
」
と
旧
字
体
で

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ご
不
便

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
申
し

出
に
よ
り
、
そ
の
字
体
に
対
応
す

る
新
字
体
（
通
用
字
体
）
で
あ
る

「
辺
」
に
直
す
（
更
正
す
る
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

受博　　昭袖　　　隔 H 賢，玉　昭和　　辱　　”　　臼

出　　　生 届
第 号
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購 弓
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長鷺

11　ノ・　ゐ　〆　， 、く栂ヒ
1隅 出　r（　8要）

子　の　氏　6
4，
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「論　前　　　“　　　分
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『 麓　　　　　　荷 6　　　　　　　　号
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砺『呂

顛け

野
鳥
コ
ケ
シ
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
商
工
会

　
松
之
山
町
の
か
や
研
品
（
特
産

品
）
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

”
野
鳥
コ
ケ
シ
”
で
す
が
、
．
近
年

作
っ
て
い
る
方
が
少
な
く
な
り
注

文
に
応
じ
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
商
工
会
で
は
野
鳥
コ
ケ
シ
の

製
作
を
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

探
し
て
い
ま
す
。
夏
冬
を
通
し
て

自
分
の
ぺ
ー
ス
で
作
っ
て
い
た
だ

け
る
仕
事
で
す
し
、
作
り
方
等
に

つ
い
て
は
商
工
会
で
講
習
会
な
ど

開
い
て
教
え
ま
す
の
で
、
一
人
で

も
多

く
の
方
か
ら
希
望
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う

方
は
、
商
工
会
（
電
話
六
ー
．
｝
二

七
四
番
）
に
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。本物にそっくりと評判の良い松之山の

野鳥コケシ。作ってみようという方は

是非商工会へ連絡を！
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ニュース

第
1
0
回
町
ピ
ン
ボ
ン
大
会

幽騨謄議　嚢▼　騨、　　1　ヤマ1

　　　　　　　　　　麺

参加者の少ないのがちょっと残念

　　　　　　（9回大会より）

o

イ

　
十
一
月
十
㎜
日
の
日
曜
日
に
、

第
十
回
松
之
幽
町
ビ
ン
ポ
ン
大
会

が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
小
学

生
の
部
で
大
野
宏
仁
君
（
松
之
山

小
）
が
、
ま
た
中
学
生
の
部
で
本

山
孝
二
君
（
浦
田
中
）
が
そ
れ
ぞ

れ
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
で
す
が
参

加
選
手
が
年
々
減
少
し
、
ム
プ
年
の

大
会
は
小
学
生
二
人
、
中
学
生
十

五
人
と
い
う
少
し
淋
し
い
大
会
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

参
加
し
て
く
れ
た
小
・
中
学
生
は

元
気
い
っ
ば
い
フ
レ
ー
し
て
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
二
位
は
田
頭
敬
太
君

（
四
年
生
）
、
中
学
生
の
二
位
に

は
田
辺
陽
介
君
（
松
2
山
中
）
が

入
り
ま
し
た
。
来
年
は
も
う
少
し

大
勢
参
加
し
て
ば
し
い
と
思
い
ま

す
。

新井市吹奏楽団の皆さんと一緒に演奏

2
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
∠
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
松
之
山
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と

新
井
而
吹
奏
楽
団
の
皆
さ
ん
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
十
一

目
四
日
の
午
後
￥
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
、
ま
た

楽
し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
松
之
山
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
は
、

八
ラ
年
上
越
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
賞
と
な
り
、
県
大
会
に
出
場
し

た
ほ
か
、
B
S
N
子
供
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
と
な
る
な
ど
、

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
井
南
吹
奏
楽
団
の
皆
さ

ん
も
，
新
潟
県
の
代
表
と
し
て
関

東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す

る
な
ど
伝
統
あ
る
吹
奏
楽
団
で
す
。

　
こ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
部

構
成
で
行
わ
れ
、
前
半
は
そ
れ
ぞ

れ
得
意
の
演
奏
を
披
露
。
後
￥
は

軽
い
映
画
音
楽
や
童
謡
メ
ロ
テ
ー

な
ど
を
単
狸
、
ま
た
は
合
同
で
た

っ
ぶ
り
と
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
合
同
演
奏
は
練
習
時
間
が
少

な
く
、
合
わ
せ
る
の
に
大
変
苦
労

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
…
ト
ら
し
い
迫
力
あ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
で
。
し
た
。

羅
ず
藩
繋

騨罵羅懇羅霧羅

薩、1．欝錘難蕪鋼課躍1

今年活躍が目覚ましかった松之

中学校吹奏楽部の皆さん、

3
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
ゴ
ミ
問
題
。
講
師
を
招
い
て
勉
強
会
（
商
工
会
婦

　
松
之
山
町
商
工
会
婦
人
部
（
和

久
井
明
代
部
長
）
で
は
、
年
々
増

え
続
け
る
コ
ミ
や
複
雑
か
つ
多
様

化
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
処
し
よ
う

と
、
十
『
月
十
四
日
に
石
川
秀
雄

氏
（
明
日
の
新
潟
を
創
る
運
動
協

会
事
務
局
長
）
を
招
い
て
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
館
二
階
で
開
か
れ
た
こ

の
講
演
会
に
は
会
員
ら
三
十
名
が

出
席
、
熱
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
石
川
氏
の
講
演
内
容
は
、
．
増
え

続
け
る
コ
ミ
も
大
切
な
資
源
な
の

だ
か
ら
、
ま
ず
何
か
に
利
用
出
来

な
い
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ガ
ラ

ス
ビ
ン
・
ア
ル
ミ
カ
ン
・
鉄
く
ず
・

古
紙
は
、
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば

立
派
に
再
生
で
き
る
。
　
（
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
9
1
の
利
用
）
ま
た
、

生
コ
ミ
も
自
家
用
に
た
“
肥
と
し

て
処
理
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
包

装
の
簡
略
化
で
、
　
「
つ
の
品
物
が

五
重
．
六
重
の
包
装
を
し
て
あ
る

例
が
あ
る
。

　
人
と
行
政
・
業
者
の
三
者
が
』

体
と
な
っ
て
運
動
を
進
め
れ
ば
コ

ミ
は
減
ら
す
事
が
で
き
る
し
、
活

動
の
資
金
つ
く
り
に
も
な
る
ρ
と

話
さ
れ
、
ま
た
地
球
環
境
を
守
る

意
味
で
も
是
非
こ
の
運
動
を
進
め

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

「
道
路
に
空
き
缶
を
捨
て
た
り
、

ど
こ
に
で
も
コ
ミ
を
捨
て
る
の
は

文
化
程
度
が
低
く
、
社
会
性
が
な

い
事
だ
」
と
、
厳
し
い
批
判
も
さ

れ
、
皆
さ
ん
改
め
て
コ
ミ
問
題
の

重
要
性
を
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
し

た
。

石川秀雄氏を講師にお願いしての講演会

　　　　　　　　　　　（商工会館）

うず巻き状に堆積された土

　　　　　（兎口・杢坂）

4・

「
こ
れ
は
何
？
し
お
も
し
ろ
い
地
層
発
見

　
ゼ
ン
マ
イ
を
横
に
し
た
よ
う
な

形
に
貝
え
る
上
の
写
真
、
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
は
、
道
路
拡
張
の
た
め
行

わ
れ
た
段
切
り
（
法
面
カ
ッ
ド
）

に
よ
っ
て
現
わ
れ
た
、
地
層
の
　

部
分
で
す
。
場
所
は
松
之
山
か
ら

兎
口
に
向
う
杢
坂
の
浄
水
場
側
で

す
。
　
（
現
在
は
吹
き
付
け
工
事
に

よ
つ
て
見
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
模
様
が

出
来
た
か
と
い
う
と
、
大
昔
兎
口

か
ら
松
之
山
に
向
か
っ
て
地
滑
り

が
起
こ
り
、
表
面
の
木
や
教
な
ど

を
ま
き
込
ん
だ
士
が
こ
の
地
点
ま

で
来
た
と
き
に
、
大
き
な
岩
か
堅

い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
》
す
巻
状
に

堆
積
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
近
ず
い
て
見
る
と
嵐
価
（
◎
み

状
）
し
た
木
や
植
物
が
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
発
見
で
「
き
ま
す
．
、
e

　
昭
和
三
十
七
・
ハ
年
か
ら
発
生

し
た
松
之
山
大
地
滑
り
も
，
兎
口

（
大
松
山
付
近
）
か
ら
始
ま
っ
た

ζ

〇
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
辺
は
大

昔
か
ら
地
滑
り
の
常
習
地
帯
だ
っ

た
の
で
は
…
な
ど
と
思
っ
た
り
し

ま
す
。

，
滋
～

　
』
♪泌

　
　
ひ

o

⑨
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日
曜
日
に
、
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回
松
之
幽
町
ビ
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ポ
ン
大
会

が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
小
学

生
の
部
で
大
野
宏
仁
君
（
松
之
山

小
）
が
、
ま
た
中
学
生
の
部
で
本

山
孝
二
君
（
浦
田
中
）
が
そ
れ
ぞ

れ
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
で
す
が
参

加
選
手
が
年
々
減
少
し
、
ム
プ
年
の

大
会
は
小
学
生
二
人
、
中
学
生
十

五
人
と
い
う
少
し
淋
し
い
大
会
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

参
加
し
て
く
れ
た
小
・
中
学
生
は

元
気
い
っ
ば
い
フ
レ
ー
し
て
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
二
位
は
田
頭
敬
太
君

（
四
年
生
）
、
中
学
生
の
二
位
に

は
田
辺
陽
介
君
（
松
2
山
中
）
が

入
り
ま
し
た
。
来
年
は
も
う
少
し

大
勢
参
加
し
て
ば
し
い
と
思
い
ま

す
。

新井市吹奏楽団の皆さんと一緒に演奏

2
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
∠
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　
松
之
山
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
と

新
井
而
吹
奏
楽
団
の
皆
さ
ん
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
十
一

目
四
日
の
午
後
￥
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
、
ま
た

楽
し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
松
之
山
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
は
、

八
ラ
年
上
越
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
賞
と
な
り
、
県
大
会
に
出
場
し

た
ほ
か
、
B
S
N
子
供
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
と
な
る
な
ど
、

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
井
南
吹
奏
楽
団
の
皆
さ

ん
も
，
新
潟
県
の
代
表
と
し
て
関

東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す

る
な
ど
伝
統
あ
る
吹
奏
楽
団
で
す
。

　
こ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
部

構
成
で
行
わ
れ
、
前
半
は
そ
れ
ぞ

れ
得
意
の
演
奏
を
披
露
。
後
￥
は

軽
い
映
画
音
楽
や
童
謡
メ
ロ
テ
ー

な
ど
を
単
狸
、
ま
た
は
合
同
で
た

っ
ぶ
り
と
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
合
同
演
奏
は
練
習
時
間
が
少

な
く
、
合
わ
せ
る
の
に
大
変
苦
労

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
…
ト
ら
し
い
迫
力
あ

る
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ら
し
い
演
奏
会
で
。
し
た
。

羅
ず
藩
繋

騨罵羅懇羅霧羅

薩、1．欝錘難蕪鋼課躍1

今年活躍が目覚ましかった松之

中学校吹奏楽部の皆さん、

3
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
ゴ
ミ
問
題
。
講
師
を
招
い
て
勉
強
会
（
商
工
会
婦

　
松
之
山
町
商
工
会
婦
人
部
（
和

久
井
明
代
部
長
）
で
は
、
年
々
増

え
続
け
る
コ
ミ
や
複
雑
か
つ
多
様

化
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
処
し
よ
う

と
、
十
『
月
十
四
日
に
石
川
秀
雄

氏
（
明
日
の
新
潟
を
創
る
運
動
協

会
事
務
局
長
）
を
招
い
て
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
館
二
階
で
開
か
れ
た
こ

の
講
演
会
に
は
会
員
ら
三
十
名
が

出
席
、
熱
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
石
川
氏
の
講
演
内
容
は
、
．
増
え

続
け
る
コ
ミ
も
大
切
な
資
源
な
の

だ
か
ら
、
ま
ず
何
か
に
利
用
出
来

な
い
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ガ
ラ

ス
ビ
ン
・
ア
ル
ミ
カ
ン
・
鉄
く
ず
・

古
紙
は
、
き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば

立
派
に
再
生
で
き
る
。
　
（
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
9
1
の
利
用
）
ま
た
、

生
コ
ミ
も
自
家
用
に
た
“
肥
と
し

て
処
理
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
包

装
の
簡
略
化
で
、
　
「
つ
の
品
物
が

五
重
．
六
重
の
包
装
を
し
て
あ
る

例
が
あ
る
。

　
人
と
行
政
・
業
者
の
三
者
が
』

体
と
な
っ
て
運
動
を
進
め
れ
ば
コ

ミ
は
減
ら
す
事
が
で
き
る
し
、
活

動
の
資
金
つ
く
り
に
も
な
る
ρ
と

話
さ
れ
、
ま
た
地
球
環
境
を
守
る

意
味
で
も
是
非
こ
の
運
動
を
進
め

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

「
道
路
に
空
き
缶
を
捨
て
た
り
、

ど
こ
に
で
も
コ
ミ
を
捨
て
る
の
は

文
化
程
度
が
低
く
、
社
会
性
が
な

い
事
だ
」
と
、
厳
し
い
批
判
も
さ

れ
、
皆
さ
ん
改
め
て
コ
ミ
問
題
の

重
要
性
を
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
し

た
。

石川秀雄氏を講師にお願いしての講演会

　　　　　　　　　　　（商工会館）

うず巻き状に堆積された土

　　　　　（兎口・杢坂）

4・

「
こ
れ
は
何
？
し
お
も
し
ろ
い
地
層
発
見

　
ゼ
ン
マ
イ
を
横
に
し
た
よ
う
な

形
に
貝
え
る
上
の
写
真
、
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
は
、
道
路
拡
張
の
た
め
行

わ
れ
た
段
切
り
（
法
面
カ
ッ
ド
）

に
よ
っ
て
現
わ
れ
た
、
地
層
の
　

部
分
で
す
。
場
所
は
松
之
山
か
ら

兎
口
に
向
う
杢
坂
の
浄
水
場
側
で

す
。
　
（
現
在
は
吹
き
付
け
工
事
に

よ
つ
て
見
ら
れ
ま
せ
ん
）

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
模
様
が

出
来
た
か
と
い
う
と
、
大
昔
兎
口

か
ら
松
之
山
に
向
か
っ
て
地
滑
り

が
起
こ
り
、
表
面
の
木
や
教
な
ど

を
ま
き
込
ん
だ
士
が
こ
の
地
点
ま

で
来
た
と
き
に
、
大
き
な
岩
か
堅

い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
》
す
巻
状
に

堆
積
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
近
ず
い
て
見
る
と
嵐
価
（
◎
み

状
）
し
た
木
や
植
物
が
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
発
見
で
「
き
ま
す
．
、
e

　
昭
和
三
十
七
・
ハ
年
か
ら
発
生

し
た
松
之
山
大
地
滑
り
も
，
兎
口

（
大
松
山
付
近
）
か
ら
始
ま
っ
た

ζ

〇
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
辺
は
大

昔
か
ら
地
滑
り
の
常
習
地
帯
だ
っ

た
の
で
は
…
な
ど
と
思
っ
た
り
し

ま
す
。

，
滋
～

　
』
♪泌

　
　
ひ

o

⑨
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松
之
山
の

　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生

　
明
治
時
代
の
庶
民
の
衛
生
に
関

す
る
考
え
方
は
乏
し
く
、
医
療
機

関
も
見
る
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
な

　
　
　
　
　
い
ん
キ
い

く
、
病
毒
を
隠
蔽
す
る
か
、
素
人

治
療
・
売
薬
、
も
し
く
は
加
持
祈

と
う薦

な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。

　
明
治
初
期
に
は
、
腸
チ
フ
ス
や

ペ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
伝
染
病

が
上
越
地
方
一
円
に
流
行
し
、
こ

の
対
策
と
し
て
、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
、
高
田
で
は
藤
林
玄
仙
、

金
子
良
意
な
ど
有
志
に
よ
っ
て
川

原
町
（
現
上
越
市
）
玄
仙
宅
に
私

立
の
回
春
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。

　
明
治
政
府
は
発
足
当
初
か
ら
従

来
の
漢
力
を
除
外
し
、

『
を
も
っ
て
医
療
を
行
う
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
た
が
、
西
洋
医
学
を

身
に
つ
け
た
医
師
の
養
成
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
極
端

な
医
師
不
足
と
い
う
事
情
が
あ
っ

た
。

　
そ
し
て
、
同
年
五
月
十
口
、
楠

本
県
令
よ
り
許
可
が
得
ら
れ
、
回

42

春
病
院
を
高
田
病
院
と
改
称
し
た
。

　
東
頸
城
は
遠
隔
で
あ
る
た
め
分

院
と
し
て
大
島
病
院
が
設
立
、
さ

ら
に
明
治
卜
三
（
一
八
八
O
）
年

に
は
湯
本
村
へ
、
出
張
所
を
開
設
す

る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
医
師
不
足
と

い
う
問
題
も
あ
り
、
議
決
さ
れ
た

と
は
い
え
開
設
が
で
き
ず
、
出
張

所
へ
医
師
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
明
治
卜
四
（
一
八
八
一
）

年
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
医
師
と
し
て
、
内
外
科

医
と
し
て
遠
藤
医
師
が
着
任
し
た

が
、
そ
の
任
期
は
明
治
十
四
年
二

月
一
日
よ
り
同
十
五
年
一
月
三
十

H
ま
で
の
一
ヶ
年
間
で
あ
り
、
そ

の
後
任
に
つ
い
て
は
め
ど
が
立
た

ず
、
せ
っ
か
く
設
立
さ
れ
た
大
島

郡
病
院
も
、
明
治
卜
六
（
一
八
八

三
）
年
に
は
廃
院
と
い
う
事
態
に

た
ち
至
っ
て
い
る
。

　
明
治
期
に
お
け
る
伝
染
病
の
防

疫
対
制
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

県
下
に
赤
痢
な
ど
が
大
流
行
し
て

い
る
。

　
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
四

月
、
伝
染
病
予
防
法
が
公
布
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
き
予
防
の
方
法
や
隔

離
病
舎
の
設
置
な
ど
が
奨
励
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
浦
田
村
で
は
同
年
九
月
、
県
令

に
よ
り
「
浦
田
村
衛
生
組
合
」
を

結
成
し
、
同
村
の
薬
師
山
山
麓
に

隔
離
病
舎
を
建
設
し
、
伝
染
病
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁

防
止
に
乗
り
出
し
た
。
当
時
の
医

師
は
、
藤
原
集
落
の
本
山
嘉
吉
（
漢

方
医
）
で
あ
っ
た
。

　
浦
田
の
ほ
か
他
の
村
で
も
衛
生

組
合
な
ら
び
に
伝
染
病
予
防
委
員

が
設
置
さ
れ
、
飲
料
水
煮
沸
の
励

行
、
衛
生
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
て

い
る
が
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
、
布
川
・
松
里
両
村
の
伝

染
病
院
を
廃
止
、
松
之
山
伝
染
病

　
　
　
騰
譲
繊
講

明治初期は医師不足病院不足に悩まされ、流行病で多くの人たち

が亡くなった。現在は近代的な病院と施設が作られて生活ができ

る、。（来春完成の診療所）

院
を
改
築
し
、
新
村
松
之
山
村
伝

染
病
院
と
す
る
こ
と
が
村
議
会
で

議
決
さ
れ
た
。

　
議
決
後
、
工
事
着
影
ま
で
六
年

の
年
月
を
要
す
る
が
、
こ
の
よ
う

に
延
び
延
び
に
な
っ
た
の
は
、
不

作
の
年
が
続
き
村
民
の
苦
労
を
お

も
ん
ぱ
か
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
恐
る
べ
き
伝
染
病
の
対

策
に
村
当
局
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労

の
跡
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
明
治
卜
二
年
（
一
八
七
九
）
な

ら
び
に
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

頃
に
人
流
行
し
た
赤
痢
（
当
時
ア

カ
ッ
パ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
は
、

大
正
期
に
入
る
と
影
を
ひ
そ
め
、

逆
に
腸
チ
フ
ス
（
シ
ョ
ウ
カ
ン
と

呼
ば
れ
て
い
た
）
が
ま
ん
え
ん
し

て
い
た
。

　
し
か
し
、
同
時
期
の
浦
田
村
に

お
い
て
は
若
干
の
腸
チ
フ
ス
患
者

の
発
生
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま

ん
え
ん
し
た
様
子
は
な
い
。
こ
れ

は
区
長
会
や
各
区
民
総
会
の
際
、

衛
生
上
の
注
意
を
喚
起
し
た
り
、

伝
染
病
の
多
発
す
る
七
、
八
、
九

の
三
ケ
月
間
に
葬
祭
の
際
の
飲
食

厳
禁
な
ど
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
文
責
　
新
井
一
昭

　
　
　
ロ
リ
　
　
リ

　
　
　
ニ

　
十
月
二
十
八
H
の
町
農
業
祭
に

お
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
試
食
し
て

い
た
だ
い
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
雪
の

精
の
お
に
ぎ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
”
雪
の
精
”
は
、
新
潟
県
が
コ

シ
ヒ
カ
リ
に
次
ぐ
米
と
し
て
．
一
～

三
年
前
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
品

種
で
、
今
後
作
付
け
面
積
が
ど
ん

　
さ
て
、
二
個
の
お
に
ぎ
り
を
食

べ
ら
れ
た
比
白
さ
ん
、
ど
ち
ら
が
美

ど
ん
増
え
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

お
に
ぎ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
結
果
が
出
ま
し
た

床
し
か
っ
た
で
す
か
？
「
の
り
が

付
い
た
方
が
」
　
「
い
や
、
ゴ
マ
塩

の
方
が
」
と
、
音
心
見
が
分
れ
た
訳

で
す
が
、
結
果
は
八
一
人
対
三
〇

人
で
圧
倒
的
に
の
り
巻
の
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
の
り
の
付
い
て

い
た
方
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゴ
マ
塩

の
方
が
雪
の
精
だ
っ
た
訳
で
、
ほ

ぽ
予
想
さ
れ
た
結
果
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
雪
の
精
が
美
味

し
い
と
答
え
た
方
も
三
割
程
い
ま

し
た
し
、
そ
の
中
で
も
五
十
歳
代

の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
方
は
百
十
名
ほ
ど

で
し
た
の
で
、
こ
の
結
果
だ
け
で

ど
う
こ
う
言
え
ま
せ
ん
が
、
　
一
つ

の
目
安
と
し
て
利
用
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
産
業
課
・
農
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭

輸』網醤
　　良質米生産推進共励会参加の稲を展示

1鰯

験
　　毛　　F　　＼． d【

　プ
轟繕．，

　試食用のモチつきも行われた農業

短
黙

さ
し
か
か
る
五
十
路
の
坂
を
前
に
し
て

　
　
　
　
　
　
君
は
遺
影
の
人
と
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
も
　
　
り

寝
し
づ
ま
る
部
落
の
真
上
の
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
そ
の
蒼
白
き
月
光
冴
ゆ
る

探
り
当
つ
太
き
蓮
根
を
丹
念
に

　
　
　
　
　
　
掘
り
出
す
わ
れ
に
泥
が
と
び
付
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

俳
句

文
化
の
日
も
っ
て
ペ
ン
ン
ヨ
ン
閉
ざ
さ
る
る
．

懸
崖
菊
添
え
て
式
典
お
ご
そ
か
に

立
冬
の
今
日
売
り
出
し
の
里
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
佐
藤
節
女

　
か
い
と
う

秋
海
索
老
僧
ひ
と
り
寺
を
守
る

ロ
笛
は
い
つ
も
軍
歌
や
菊
日
和

時
雨
る
る
や
労
り
合
ひ
て
温
泉
に
浸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
古
同
沢
秀
女

こ
の
小
菊
亡
母
の
好
み
し
色
な
れ
ば

ど
の
菊
の
香
り
や
短
ら
ず
風
の
窓

八
重
菊
の
一
葉
乱
さ
ず
活
け
あ
げ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

（
松
屋
）

（
南
田
）

井
部
朝
女
．
（
高
松
屋
）

●
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松
之
山
の

　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生

　
明
治
時
代
の
庶
民
の
衛
生
に
関

す
る
考
え
方
は
乏
し
く
、
医
療
機

関
も
見
る
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
な

　
　
　
　
　
い
ん
キ
い

く
、
病
毒
を
隠
蔽
す
る
か
、
素
人

治
療
・
売
薬
、
も
し
く
は
加
持
祈

と
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な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。

　
明
治
初
期
に
は
、
腸
チ
フ
ス
や

ペ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す
る
伝
染
病

が
上
越
地
方
一
円
に
流
行
し
、
こ

の
対
策
と
し
て
、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
、
高
田
で
は
藤
林
玄
仙
、

金
子
良
意
な
ど
有
志
に
よ
っ
て
川

原
町
（
現
上
越
市
）
玄
仙
宅
に
私

立
の
回
春
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。

　
明
治
政
府
は
発
足
当
初
か
ら
従

来
の
漢
力
を
除
外
し
、

『
を
も
っ
て
医
療
を
行
う
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
た
が
、
西
洋
医
学
を

身
に
つ
け
た
医
師
の
養
成
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
極
端

な
医
師
不
足
と
い
う
事
情
が
あ
っ

た
。

　
そ
し
て
、
同
年
五
月
十
口
、
楠

本
県
令
よ
り
許
可
が
得
ら
れ
、
回

42

春
病
院
を
高
田
病
院
と
改
称
し
た
。

　
東
頸
城
は
遠
隔
で
あ
る
た
め
分

院
と
し
て
大
島
病
院
が
設
立
、
さ

ら
に
明
治
卜
三
（
一
八
八
O
）
年

に
は
湯
本
村
へ
、
出
張
所
を
開
設
す

る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
当
時
は
医
師
不
足
と

い
う
問
題
も
あ
り
、
議
決
さ
れ
た

と
は
い
え
開
設
が
で
き
ず
、
出
張

所
へ
医
師
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
明
治
卜
四
（
一
八
八
一
）

年
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
医
師
と
し
て
、
内
外
科

医
と
し
て
遠
藤
医
師
が
着
任
し
た

が
、
そ
の
任
期
は
明
治
十
四
年
二

月
一
日
よ
り
同
十
五
年
一
月
三
十

H
ま
で
の
一
ヶ
年
間
で
あ
り
、
そ

の
後
任
に
つ
い
て
は
め
ど
が
立
た

ず
、
せ
っ
か
く
設
立
さ
れ
た
大
島

郡
病
院
も
、
明
治
卜
六
（
一
八
八

三
）
年
に
は
廃
院
と
い
う
事
態
に

た
ち
至
っ
て
い
る
。

　
明
治
期
に
お
け
る
伝
染
病
の
防

疫
対
制
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

県
下
に
赤
痢
な
ど
が
大
流
行
し
て

い
る
。

　
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
四

月
、
伝
染
病
予
防
法
が
公
布
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
き
予
防
の
方
法
や
隔

離
病
舎
の
設
置
な
ど
が
奨
励
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
浦
田
村
で
は
同
年
九
月
、
県
令

に
よ
り
「
浦
田
村
衛
生
組
合
」
を

結
成
し
、
同
村
の
薬
師
山
山
麓
に

隔
離
病
舎
を
建
設
し
、
伝
染
病
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁

防
止
に
乗
り
出
し
た
。
当
時
の
医

師
は
、
藤
原
集
落
の
本
山
嘉
吉
（
漢

方
医
）
で
あ
っ
た
。

　
浦
田
の
ほ
か
他
の
村
で
も
衛
生

組
合
な
ら
び
に
伝
染
病
予
防
委
員

が
設
置
さ
れ
、
飲
料
水
煮
沸
の
励

行
、
衛
生
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
て

い
る
が
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
、
布
川
・
松
里
両
村
の
伝

染
病
院
を
廃
止
、
松
之
山
伝
染
病

　
　
　
騰
譲
繊
講

明治初期は医師不足病院不足に悩まされ、流行病で多くの人たち

が亡くなった。現在は近代的な病院と施設が作られて生活ができ

る、。（来春完成の診療所）

院
を
改
築
し
、
新
村
松
之
山
村
伝

染
病
院
と
す
る
こ
と
が
村
議
会
で

議
決
さ
れ
た
。

　
議
決
後
、
工
事
着
影
ま
で
六
年

の
年
月
を
要
す
る
が
、
こ
の
よ
う

に
延
び
延
び
に
な
っ
た
の
は
、
不

作
の
年
が
続
き
村
民
の
苦
労
を
お

も
ん
ぱ
か
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
恐
る
べ
き
伝
染
病
の
対

策
に
村
当
局
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労

の
跡
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
明
治
卜
二
年
（
一
八
七
九
）
な

ら
び
に
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

頃
に
人
流
行
し
た
赤
痢
（
当
時
ア

カ
ッ
パ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
は
、

大
正
期
に
入
る
と
影
を
ひ
そ
め
、

逆
に
腸
チ
フ
ス
（
シ
ョ
ウ
カ
ン
と

呼
ば
れ
て
い
た
）
が
ま
ん
え
ん
し

て
い
た
。

　
し
か
し
、
同
時
期
の
浦
田
村
に

お
い
て
は
若
干
の
腸
チ
フ
ス
患
者

の
発
生
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま

ん
え
ん
し
た
様
子
は
な
い
。
こ
れ

は
区
長
会
や
各
区
民
総
会
の
際
、

衛
生
上
の
注
意
を
喚
起
し
た
り
、

伝
染
病
の
多
発
す
る
七
、
八
、
九

の
三
ケ
月
間
に
葬
祭
の
際
の
飲
食

厳
禁
な
ど
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
文
責
　
新
井
一
昭

　
　
　
ロ
リ
　
　
リ

　
　
　
ニ

　
十
月
二
十
八
H
の
町
農
業
祭
に

お
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
試
食
し
て

い
た
だ
い
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
雪
の

精
の
お
に
ぎ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
”
雪
の
精
”
は
、
新
潟
県
が
コ

シ
ヒ
カ
リ
に
次
ぐ
米
と
し
て
．
一
～

三
年
前
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
品

種
で
、
今
後
作
付
け
面
積
が
ど
ん

　
さ
て
、
二
個
の
お
に
ぎ
り
を
食

べ
ら
れ
た
比
白
さ
ん
、
ど
ち
ら
が
美

ど
ん
増
え
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

お
に
ぎ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
結
果
が
出
ま
し
た

床
し
か
っ
た
で
す
か
？
「
の
り
が

付
い
た
方
が
」
　
「
い
や
、
ゴ
マ
塩

の
方
が
」
と
、
音
心
見
が
分
れ
た
訳

で
す
が
、
結
果
は
八
一
人
対
三
〇

人
で
圧
倒
的
に
の
り
巻
の
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
の
り
の
付
い
て

い
た
方
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゴ
マ
塩

の
方
が
雪
の
精
だ
っ
た
訳
で
、
ほ

ぽ
予
想
さ
れ
た
結
果
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
雪
の
精
が
美
味

し
い
と
答
え
た
方
も
三
割
程
い
ま

し
た
し
、
そ
の
中
で
も
五
十
歳
代

の
方
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
方
は
百
十
名
ほ
ど

で
し
た
の
で
、
こ
の
結
果
だ
け
で

ど
う
こ
う
言
え
ま
せ
ん
が
、
　
一
つ

の
目
安
と
し
て
利
用
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
産
業
課
・
農
政
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭

輸』網醤
　　良質米生産推進共励会参加の稲を展示

1鰯

験
　　毛　　F　　＼． d【

　プ
轟繕．，

　試食用のモチつきも行われた農業

短
黙

さ
し
か
か
る
五
十
路
の
坂
を
前
に
し
て

　
　
　
　
　
　
君
は
遺
影
の
人
と
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
も
　
　
り

寝
し
づ
ま
る
部
落
の
真
上
の
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
そ
の
蒼
白
き
月
光
冴
ゆ
る

探
り
当
つ
太
き
蓮
根
を
丹
念
に

　
　
　
　
　
　
掘
り
出
す
わ
れ
に
泥
が
と
び
付
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

俳
句

文
化
の
日
も
っ
て
ペ
ン
ン
ヨ
ン
閉
ざ
さ
る
る
．

懸
崖
菊
添
え
て
式
典
お
ご
そ
か
に

立
冬
の
今
日
売
り
出
し
の
里
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
佐
藤
節
女

　
か
い
と
う

秋
海
索
老
僧
ひ
と
り
寺
を
守
る

ロ
笛
は
い
つ
も
軍
歌
や
菊
日
和

時
雨
る
る
や
労
り
合
ひ
て
温
泉
に
浸
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
古
同
沢
秀
女

こ
の
小
菊
亡
母
の
好
み
し
色
な
れ
ば

ど
の
菊
の
香
り
や
短
ら
ず
風
の
窓

八
重
菊
の
一
葉
乱
さ
ず
活
け
あ
げ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

（
松
屋
）

（
南
田
）

井
部
朝
女
．
（
高
松
屋
）

●



ー
寸
O
O
ー

婦
人
会
誌
発
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
原
稿
の
お
願
，
い

　
　
「
松
之
山
の
婦
人
の
歴
史
を
綴

り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
今
年

も
会
誌
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
例
年
通
り
で
す
が
、
今

年
度
は
百
万
人
の
話
し
合
い
を
休

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
「
婦
人
の
立

場
で
考
「
え
る
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
に
よ
せ
て
」
の
提
案
も
組
ん
で

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
松
之
山
で
安
心
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
将

来
、
高
齢
化
の
進
行
、
婦
人
会
の

重
要
性
、
望
ま
し
い
活
動
、
そ
の

他
ど
ん
な
こ
と
で
も
生
活
の
中
か

ら
の
微
笑
ま
し
い
内
容
で
満
載
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
投
稿
は
自
由
で
会
員
で
な
い
方

も
文
章
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
作
品
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
原
稿
は
一
月
十
日
ま
で
に
町
公

民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
部
落
会
長
さ
ん
方
に
は

様
ヂ
を
み
て
改
め
て
お
願
い
の
連

絡
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

も
ち
米
一
握
り
、

タ
オ
ル
一
本
寄
贈
運
動

　
も
ち
米
一
握
り
タ
オ
ル
｝
本
寄

贈
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
善
立
思
の
も
ち
米

と
タ
オ
ル
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
報
告
し
て
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
も
ち
米
　
二
九
二
・
九
キ
ロ

◎
タ
オ
ル
　
八
八
二
本

灘ご鴇　＿
欝　　一…・

“驚

皆さんから寄付していただいた880本余りのタオルと

モチ米を一緒に、施設等にお届けします

牛
乳
パ
ッ
ク
が

＋
一
月
の
回
収
で

一
ト
ン
を
超
え
ま
し
た

　
町
内
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
理
解

と
協
力
の
お
か
げ
で
、
目
標
の
出

荷
門
．
里
に
達
っ
す
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し

た
。

　
町
公
民
館
で
は
早
速
県
の
方
へ

出
荷
の
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ

る
そ
う
で
す
。

　
降
雪
期
に
入
り
ま
し
た
の
で
、

”
十
二
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
”

パ
ッ
ク
の
回
収
は
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は
捨

て
な
い
で
春
ま
で
各
ご
家
庭
で
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

〉牛乳パックは
3月まで各家庭で

保管しておいていた

し錨ぎ多

NHK学園

生涯学習通信講座

で学習を！

　
　
N
H
K
学
園
で
は
、
教
養
と
趣

．
味
を
深
め
る
た
め
の
書
道
、
硬
筆
、

　
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど
七
十
講

　
座
百
六
十
七
コ
ー
ス
の
冬
期
受
講

・
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
N
H
K
学
園
の
生
涯
学
習
通
信

　
講
座
は
、
十
六
年
の
歴
史
が
あ
り
、

　
今
ま
で
に
二
百
万
人
の
方
々
に
受

　
講
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
全
国
に
二
千
人
の
講
師

　
陣
が
添
削
し
、
い
つ
で
も
質
問
に

　
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
▽
申
込
受
付

　
　
平
成
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
方
は
、

　
　
〒
一
八
六
ー
〇
一

　
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
ー

　
　
三
十
六
　
N
H
K
学
園
八
E
八

　
　
十
一
係
宛
　
請
求
く
だ
さ
い
。

　
　
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

　
番
号
、
お
よ
び
ご
希
望
の
講
座
名

　
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
請
求
く
だ

　
さ
い
の

嘘
．
▽
案
内
書
（
無
料
）
を
ご
希
望
の

暖房器具は正しい取扱いを！

ま
ず
消
そ
う
火
へ
の
鈍
感

　
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
年
末
年

始
は
ど
ち
ら
の
ご
家
庭
で
も
火
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
事
故
の
な
い
年
末
を
過
ご
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
、
と
く
に
石
油
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
火
災
は
、
相
変
わ
ら

ず
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
取
扱
上
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
暖
房
器

具
の
正
し
い
取
扱
い
、
及
び
点
検

1翻

翻もしものときは

ノ
隔
翻

α
グ

　
　
　
　
ヤ

噂
関
心

を
怠
り
な
く
。

o
耐
震
装
置
は
確
実
に
機
能
す
る

　
か
。

o
燃
料
は
灯
油
か
確
靭
、
恥
を
。

o
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
は
燃

　
料
補
給
は
絶
対
し
な
い
。

○
電
気
コ
タ
ツ
の
コ
ー
ド
は
大
丈

夫
か
。

○
練
炭
、
豆
炭
コ
タ
ツ
は
特
に
取
㎜

　
り
灰
に
気
を
つ
け
る
。

㌃？、

躯ξ
，、￥＼＼心

θ

〃
⑳

玩
刀

＼
／

　
『

＼
｝
ノ
■

　　　　蜘一…・・一一一…＿鱒卿鰍｝｝心一
磯一、騨‘’卿・・糧　甲槻蝉一　『“

N
T
T
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
東
京
0
3
地
域
の
市
内
局
番
が

　
　
　
　
一
月
一
日
午
前
二
時
よ
り
四
ケ
タ
に

　
　
　
変
わ
り
ま
す

▼
新
し
い
市
内
局
番
は
、
こ
れ
ま

　
で
の
市
内
局
番
の
頭
に
「
3
」

　
を
つ
け
ま
す
。

（
変
更
前
）

　
　
　
　
　
0
3
（
1
2
3
）

（
変
更
後
）

　
　
　
　
　
0
3
（
3
1
2
3
）

　
こ
の
よ
う
に
九
ケ
タ
だ
っ
た
番

号
が
十
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。

▼
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
番
号
登
録

　
方
式
を
ご
利
用
の
方
は
、
番
号

　
登
録
を
や
り
な
お
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
4

変更前

03｛亘玉］一123
　　　　　　　（9ケタ）

変更後

03一　　　　　　一123
　　　　　　　　（10ケタ）
市内局番の前に3がつきます

　
電
話
の
場
合
は
、
ト
ー
キ
ー
案

内
で
間
違
い
ダ
イ
ヤ
ル
に
気
が
つ

き
ま
す
が
、
F
A
X
や
パ
ソ
コ
ン

通
信
で
は
、
問
違
い
に
気
が
つ
か

ず
故
障
と
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
旧
番
号
で
の
間
違
い
ダ
イ
ヤ
ル

　
が
多
い
と
交
換
機
が
混
ん
で
つ

　
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
N
T
T
安
塚

営
業
所
（
二
ー
二
二
〇
〇
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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婦
人
会
誌
発
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
原
稿
の
お
願
，
い

　
　
「
松
之
山
の
婦
人
の
歴
史
を
綴

り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、
今
年

も
会
誌
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
例
年
通
り
で
す
が
、
今

年
度
は
百
万
人
の
話
し
合
い
を
休

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
「
婦
人
の
立

場
で
考
「
え
る
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
に
よ
せ
て
」
の
提
案
も
組
ん
で

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
松
之
山
で
安
心
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
将

来
、
高
齢
化
の
進
行
、
婦
人
会
の

重
要
性
、
望
ま
し
い
活
動
、
そ
の

他
ど
ん
な
こ
と
で
も
生
活
の
中
か

ら
の
微
笑
ま
し
い
内
容
で
満
載
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
投
稿
は
自
由
で
会
員
で
な
い
方

も
文
章
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
作
品
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
原
稿
は
一
月
十
日
ま
で
に
町
公

民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
部
落
会
長
さ
ん
方
に
は

様
ヂ
を
み
て
改
め
て
お
願
い
の
連

絡
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

も
ち
米
一
握
り
、

タ
オ
ル
一
本
寄
贈
運
動

　
も
ち
米
一
握
り
タ
オ
ル
｝
本
寄

贈
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
善
立
思
の
も
ち
米

と
タ
オ
ル
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
報
告
し
て
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
も
ち
米
　
二
九
二
・
九
キ
ロ

◎
タ
オ
ル
　
八
八
二
本

灘ご鴇　＿
欝　　一…・

“驚

皆さんから寄付していただいた880本余りのタオルと

モチ米を一緒に、施設等にお届けします

牛
乳
パ
ッ
ク
が

＋
一
月
の
回
収
で

一
ト
ン
を
超
え
ま
し
た

　
町
内
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
理
解

と
協
力
の
お
か
げ
で
、
目
標
の
出

荷
門
．
里
に
達
っ
す
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し

た
。

　
町
公
民
館
で
は
早
速
県
の
方
へ

出
荷
の
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ

る
そ
う
で
す
。

　
降
雪
期
に
入
り
ま
し
た
の
で
、

”
十
二
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
”

パ
ッ
ク
の
回
収
は
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は
捨

て
な
い
で
春
ま
で
各
ご
家
庭
で
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

〉牛乳パックは
3月まで各家庭で

保管しておいていた

し錨ぎ多

NHK学園

生涯学習通信講座

で学習を！

　
　
N
H
K
学
園
で
は
、
教
養
と
趣

．
味
を
深
め
る
た
め
の
書
道
、
硬
筆
、

　
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど
七
十
講

　
座
百
六
十
七
コ
ー
ス
の
冬
期
受
講

・
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
N
H
K
学
園
の
生
涯
学
習
通
信

　
講
座
は
、
十
六
年
の
歴
史
が
あ
り
、

　
今
ま
で
に
二
百
万
人
の
方
々
に
受

　
講
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
全
国
に
二
千
人
の
講
師

　
陣
が
添
削
し
、
い
つ
で
も
質
問
に

　
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
▽
申
込
受
付

　
　
平
成
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
方
は
、

　
　
〒
一
八
六
ー
〇
一

　
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
ー

　
　
三
十
六
　
N
H
K
学
園
八
E
八

　
　
十
一
係
宛
　
請
求
く
だ
さ
い
。

　
　
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

　
番
号
、
お
よ
び
ご
希
望
の
講
座
名

　
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
請
求
く
だ

　
さ
い
の

嘘
．
▽
案
内
書
（
無
料
）
を
ご
希
望
の

暖房器具は正しい取扱いを！

ま
ず
消
そ
う
火
へ
の
鈍
感

　
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
年
末
年

始
は
ど
ち
ら
の
ご
家
庭
で
も
火
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
事
故
の
な
い
年
末
を
過
ご
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
、
と
く
に
石
油
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
火
災
は
、
相
変
わ
ら

ず
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
取
扱
上
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
暖
房
器

具
の
正
し
い
取
扱
い
、
及
び
点
検

1翻

翻もしものときは

ノ
隔
翻

α
グ

　
　
　
　
ヤ

噂
関
心

を
怠
り
な
く
。

o
耐
震
装
置
は
確
実
に
機
能
す
る

　
か
。

o
燃
料
は
灯
油
か
確
靭
、
恥
を
。

o
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
は
燃

　
料
補
給
は
絶
対
し
な
い
。

○
電
気
コ
タ
ツ
の
コ
ー
ド
は
大
丈

夫
か
。

○
練
炭
、
豆
炭
コ
タ
ツ
は
特
に
取
㎜

　
り
灰
に
気
を
つ
け
る
。

㌃？、

躯ξ
，、￥＼＼心

θ

〃
⑳

玩
刀

＼
／

　
『

＼
｝
ノ
■

　　　　蜘一…・・一一一…＿鱒卿鰍｝｝心一
磯一、騨‘’卿・・糧　甲槻蝉一　『“

N
T
T
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
東
京
0
3
地
域
の
市
内
局
番
が

　
　
　
　
一
月
一
日
午
前
二
時
よ
り
四
ケ
タ
に

　
　
　
変
わ
り
ま
す

▼
新
し
い
市
内
局
番
は
、
こ
れ
ま

　
で
の
市
内
局
番
の
頭
に
「
3
」

　
を
つ
け
ま
す
。

（
変
更
前
）

　
　
　
　
　
0
3
（
1
2
3
）

（
変
更
後
）

　
　
　
　
　
0
3
（
3
1
2
3
）

　
こ
の
よ
う
に
九
ケ
タ
だ
っ
た
番

号
が
十
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。

▼
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
番
号
登
録

　
方
式
を
ご
利
用
の
方
は
、
番
号

　
登
録
を
や
り
な
お
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
4

変更前

03｛亘玉］一123
　　　　　　　（9ケタ）

変更後

03一　　　　　　一123
　　　　　　　　（10ケタ）
市内局番の前に3がつきます

　
電
話
の
場
合
は
、
ト
ー
キ
ー
案

内
で
間
違
い
ダ
イ
ヤ
ル
に
気
が
つ

き
ま
す
が
、
F
A
X
や
パ
ソ
コ
ン

通
信
で
は
、
問
違
い
に
気
が
つ
か

ず
故
障
と
勘
違
い
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
旧
番
号
で
の
間
違
い
ダ
イ
ヤ
ル

　
が
多
い
と
交
換
機
が
混
ん
で
つ

　
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
N
T
T
安
塚

営
業
所
（
二
ー
二
二
〇
〇
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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松之山町の人ロ39776人
県内ワースト2位減少率

　
五
年
に
一
回
、
H
本
中
一
斉
に

行
わ
れ
る
国
勢
調
査
。
松
之
山
町

で
も
各
部
落
の
調
査
員
に
よ
っ
て

十
月
一
日
に
調
査
が
実
施
さ
れ
、

県
の
方
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
程
、
調
査
結
果
の
一
部
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
県
全
体

の
人
口
は
前
回
（
昭
和
六
十
年
）

よ
り
三
、
九
二
一
人
減
少
し
、
二

四
七
万
四
、
五
四
九
人
と
な
り
ま

し
た
。
市
部
で
は
増
え
て
い
る
の

で
す
が
、
山
間
地
を
多
く
か
か
え

た
郡
部
で
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、

都
市
集
中
型
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。

　
松
之
山
町
は
三
、
七
七
六
人
と

な
っ
て
お
り
、
前
回
調
査
時
よ
り

五
六
九
人
、
減
少
率
は
一
三
・
一

％
と
残
念
な
が
ら
高
い
率
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
松

代
町
（
二
二
・
六
％
）
に
続
き
、

県
内
で
二
番
目
に
人
口
が
減
少
し

た
事
を
示
め
し
て
い
ま
す
。
三
番

目
は
高
柳
町
（
一
二
・
二
％
）
で

し
た
。

　
東
頸
城
郡
全
体
で
も
一
〇
・
七

％
と
、
県
内
で
は
飛
び
抜
け
て
高

い
減
少
率
を
示
し
て
お
ヶ
、
他
の

市
町
村
と
比
較
し
て
何
が
そ
ん
な

町村名 総人口 男 女 S60総人口 増減数 増減率 S55～60増減率

安塚町 4，691 2，416 2，275 5，305 一　614 一11．6％ 一10．6

浦川原村 4，526 2，191 2，335 4，774 一248 一　5．2 一　4．1

松代町 5，207 2，551 2，656 6，026 一　819 一13．6 一13．9

大島村 3，100 1，501 1，599 3，391 一　291 一　8．6 一13．9

牧　　村 3，659 1，812 1，847 鞭・ 一　441 一10．8 一10．1

松之山町 3・7亙上 1，819 1，957 4，345 一　569 一13．1 一16．2

に
欠
け
て
い
る
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

率
％
　
・
一
｝
d
一
」

現
在
は
空
前
の
男
性
結
婚
難
時
代

　
　
　
　
　
　
　
未
婚
者
は
男
性
過
剰

　
農
村
部
の
花
嫁
不
足
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
最
近
は
、
空
前
の

男
性
結
婚
難
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
人
口
の
差
が
男
性
を
不

利
に
し
て
い
る
事
で
す
。
結
婚
適

齢
期
と
い
わ
れ
る
二
十
五
歳
か
ら

三
十
四
歳
ま
で
の
未
婚
の
男
性
は

三
百
六
十
七
万
人
で
、
同
世
代
の

未
婚
の
女
性
の
二
・
二
倍
、
実
に

二
百
万
人
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
男
女
の
結
婚
適
齢

期
人
口
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る

う
え
に
、
高
学
歴
化
や
職
場
進
出

に
よ
っ
て
女
性
が
結
婚
を
急
が
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
、
男
性
結
婚

難
の
大
き
な
原
因
で
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
独
身
女

性
の
収
入
の
増
加
が
著
し
く
、
結

婚
し
な
く
て
も
「
日
々
の
生
活
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
」
女
性
が
増

え
て
い
る
事
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
社
会
的
地
位
の
向
上
、
経
済
的

自
立
な
ど
環
境
の
変
化
が
、
　
「
結

婚
を
遅
ら
す
女
性
『
　
「
結
婚
で
き

な
い
男
性
」
の
構
図
を
つ
く
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　
統
計
か
ら
み
れ
ば
、
女
性
に
と

っ
て
強
気
の
売
手
市
場
と
い
え
ま

す
が
、
女
性
の
側
か
ら
は
、
自
分

の
希
望
条
件
の
男
性
が
少
な
い
と

い
う
不
満
も
聞
か
れ
そ
う
で
す
。

　
今
や
嫁
不
足
の
問
題
は
農
村
だ

け
で
な
く
、
日
本
中
の
男
性
が
か
、

か
え
て
い
る
問
題
と
い
え
ま
す
。

女
｛

男

400

　　　　　』’　　　　　．　　　　　響

昭　　　　　　　　　　　　，

和　　　　　　　　　　　　　ゆ

l／　i灘｛雛訟

　0

（万人）100200300400500600

　出生届、死亡届などいわゆ

る報告的届出は、どのように

したらいいのでしょうか。

会事務局提案

　
子
供
が
生
ま
れ
た
時
は
、
十
四

H
以
内
（
国
外
に
あ
っ
て
は
三
カ

月
以
内
）
に
、
出
生
子
の
本
籍
地
、

届
出
人
た
る
父
母
等
の
所
在
地
ま

た
は
出
生
地
の
市
町
村
長
に
届
け

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
、

　
届
出
義
務
者
は
］
般
的
に
は
父

ま
た
は
母
と
な
り
ま
す
が
、
子
の

出
生
前
に
父
母
が
離
婚
し
て
い
る

場
合
に
は
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
父
ま
た
は
母
が
届
け
出

を
で
き
な
い
場
合
に
は
①
同
居
者
、

②
出
産
に
立
ち
合
っ
た
医
師
、
助

産
婦
ま
た
は
そ
の
他
の
順
で
届
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
出
生
届
は
、
所
定
の
様
式
に
よ

る
届
出
に
必
．
要
事
項
を
記
入
す
る

と
と
も
に
、
出
産
に
立
ち
合
っ
た

医
師
又
は
助
産
婦
な
ど
の
作
成
し

た
出
生
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の

事
実
を
死
亡
届
に
よ
っ
て
届
け
出

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
出

地
は
、
死
亡
地
、
本
籍
地
、
届
出

人
の
所
在
地
の
い
ず
れ
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合

死
亡
届
に
は
、
死
亡
診
断
書
ま
た

は
死
体
検
案
淋
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
死
亡
届
は
、
屈
出
義

　
第
三
十
四
回
の
県
学
生
科
学
賞

の
発
表
が
こ
あ
程
行
わ
れ
、
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
の
生
物
部
の
皆

さ
ん
が
研
究
し
た
「
松
之
山
地
方

の
植
物
・
昆
虫
」
が
、
優
秀
賞
に

松高生物部の研究が

優秀賞に輝く！

県学生科学賞

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の

指
導
者
賞
に
、
生
物
部
顧
問
の
小

林
和
博
教
諭
が
選
ば
れ
、
、
う
れ
し

い
二
重
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
学
生
科
学
賞
は
、
県
内
の

中
・
高
校
生
が
研
究
し
応
募
し
た

中
か
ら
口
．
取
優
秀
賞
四
点
、

七
点
、
指
導
者
賞
二
点
を
選
出
す

る
も
の
で
、
，
最
優
秀
賞
と
な
っ
た

四
点
は
県
代
表
と
し
て
中
央
審
査
『

に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
生
物
部
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん

だ
研
究
は
、
　
「
松
之
山
地
方
の
自

然
研
究
」
と
い
う
広
い
テ
ー
マ
で
、

今
回
は
そ
の
中
の
植
物
と
昆
虫
に

務
者
が
死
亡
の
事
実
を
知
っ
た
日

か
ら
、
そ
の
日
を
含
め
て
七
H
以

内
に
届
け
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

‘

つ
い
て
の
一
部
を
ま
と
め
、
応
募

し
た
も
の
で
、
B
5
判
一
五
五
ぺ

ー
ジ
の
報
告
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
員
の
評
価
も
高
く
「
一
つ
の

研
究
を
大
事
に
ま
と
め
る
と
今
後

す
ば
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が
る
だ

ろ
う
」
と
、
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
物
部
は
昨
年
四
月
発

足
し
、
現
在
高
橋
広
助
君
を
部
長

に
部
員
が
二
十
名
お
り
、
小
林
先

生
を
中
心
に
松
之
山
の
自
然
に
関

す
る
資
料
集
め
や
分
析
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
学
生
科
学
賞
の
表
彰
式
は

　
　
　
十
一
月
二
十
九
日
に
新
潟

　
　
　
市
で
行
わ
れ
ま
も
た
。

蒙澱顎
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五
年
に
一
回
、
H
本
中
一
斉
に

行
わ
れ
る
国
勢
調
査
。
松
之
山
町

で
も
各
部
落
の
調
査
員
に
よ
っ
て

十
月
一
日
に
調
査
が
実
施
さ
れ
、

県
の
方
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
程
、
調
査
結
果
の
一
部
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
県
全
体

の
人
口
は
前
回
（
昭
和
六
十
年
）

よ
り
三
、
九
二
一
人
減
少
し
、
二

四
七
万
四
、
五
四
九
人
と
な
り
ま

し
た
。
市
部
で
は
増
え
て
い
る
の

で
す
が
、
山
間
地
を
多
く
か
か
え

た
郡
部
で
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、

都
市
集
中
型
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。

　
松
之
山
町
は
三
、
七
七
六
人
と

な
っ
て
お
り
、
前
回
調
査
時
よ
り

五
六
九
人
、
減
少
率
は
一
三
・
一

％
と
残
念
な
が
ら
高
い
率
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
松

代
町
（
二
二
・
六
％
）
に
続
き
、

県
内
で
二
番
目
に
人
口
が
減
少
し

た
事
を
示
め
し
て
い
ま
す
。
三
番

目
は
高
柳
町
（
一
二
・
二
％
）
で

し
た
。

　
東
頸
城
郡
全
体
で
も
一
〇
・
七

％
と
、
県
内
で
は
飛
び
抜
け
て
高

い
減
少
率
を
示
し
て
お
ヶ
、
他
の

市
町
村
と
比
較
し
て
何
が
そ
ん
な

町村名 総人口 男 女 S60総人口 増減数 増減率 S55～60増減率

安塚町 4，691 2，416 2，275 5，305 一　614 一11．6％ 一10．6

浦川原村 4，526 2，191 2，335 4，774 一248 一　5．2 一　4．1

松代町 5，207 2，551 2，656 6，026 一　819 一13．6 一13．9

大島村 3，100 1，501 1，599 3，391 一　291 一　8．6 一13．9

牧　　村 3，659 1，812 1，847 鞭・ 一　441 一10．8 一10．1

松之山町 3・7亙上 1，819 1，957 4，345 一　569 一13．1 一16．2

に
欠
け
て
い
る
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

率
％
　
・
一
｝
d
一
」

現
在
は
空
前
の
男
性
結
婚
難
時
代

　
　
　
　
　
　
　
未
婚
者
は
男
性
過
剰

　
農
村
部
の
花
嫁
不
足
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
最
近
は
、
空
前
の

男
性
結
婚
難
時
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
人
口
の
差
が
男
性
を
不

利
に
し
て
い
る
事
で
す
。
結
婚
適

齢
期
と
い
わ
れ
る
二
十
五
歳
か
ら

三
十
四
歳
ま
で
の
未
婚
の
男
性
は

三
百
六
十
七
万
人
で
、
同
世
代
の

未
婚
の
女
性
の
二
・
二
倍
、
実
に

二
百
万
人
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
男
女
の
結
婚
適
齢

期
人
口
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る

う
え
に
、
高
学
歴
化
や
職
場
進
出

に
よ
っ
て
女
性
が
結
婚
を
急
が
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
、
男
性
結
婚

難
の
大
き
な
原
因
で
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
独
身
女

性
の
収
入
の
増
加
が
著
し
く
、
結

婚
し
な
く
て
も
「
日
々
の
生
活
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
」
女
性
が
増

え
て
い
る
事
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
社
会
的
地
位
の
向
上
、
経
済
的

自
立
な
ど
環
境
の
変
化
が
、
　
「
結

婚
を
遅
ら
す
女
性
『
　
「
結
婚
で
き

な
い
男
性
」
の
構
図
を
つ
く
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　
統
計
か
ら
み
れ
ば
、
女
性
に
と

っ
て
強
気
の
売
手
市
場
と
い
え
ま

す
が
、
女
性
の
側
か
ら
は
、
自
分

の
希
望
条
件
の
男
性
が
少
な
い
と

い
う
不
満
も
聞
か
れ
そ
う
で
す
。

　
今
や
嫁
不
足
の
問
題
は
農
村
だ

け
で
な
く
、
日
本
中
の
男
性
が
か
、

か
え
て
い
る
問
題
と
い
え
ま
す
。
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男
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　出生届、死亡届などいわゆ

る報告的届出は、どのように

したらいいのでしょうか。

会事務局提案

　
子
供
が
生
ま
れ
た
時
は
、
十
四

H
以
内
（
国
外
に
あ
っ
て
は
三
カ

月
以
内
）
に
、
出
生
子
の
本
籍
地
、

届
出
人
た
る
父
母
等
の
所
在
地
ま

た
は
出
生
地
の
市
町
村
長
に
届
け

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
、

　
届
出
義
務
者
は
］
般
的
に
は
父

ま
た
は
母
と
な
り
ま
す
が
、
子
の

出
生
前
に
父
母
が
離
婚
し
て
い
る

場
合
に
は
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
父
ま
た
は
母
が
届
け
出

を
で
き
な
い
場
合
に
は
①
同
居
者
、

②
出
産
に
立
ち
合
っ
た
医
師
、
助

産
婦
ま
た
は
そ
の
他
の
順
で
届
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
出
生
届
は
、
所
定
の
様
式
に
よ

る
届
出
に
必
．
要
事
項
を
記
入
す
る

と
と
も
に
、
出
産
に
立
ち
合
っ
た

医
師
又
は
助
産
婦
な
ど
の
作
成
し

た
出
生
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の

事
実
を
死
亡
届
に
よ
っ
て
届
け
出

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
出

地
は
、
死
亡
地
、
本
籍
地
、
届
出

人
の
所
在
地
の
い
ず
れ
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合

死
亡
届
に
は
、
死
亡
診
断
書
ま
た

は
死
体
検
案
淋
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
死
亡
届
は
、
屈
出
義

　
第
三
十
四
回
の
県
学
生
科
学
賞

の
発
表
が
こ
あ
程
行
わ
れ
、
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
の
生
物
部
の
皆

さ
ん
が
研
究
し
た
「
松
之
山
地
方

の
植
物
・
昆
虫
」
が
、
優
秀
賞
に

松高生物部の研究が

優秀賞に輝く！

県学生科学賞

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の

指
導
者
賞
に
、
生
物
部
顧
問
の
小

林
和
博
教
諭
が
選
ば
れ
、
、
う
れ
し

い
二
重
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
学
生
科
学
賞
は
、
県
内
の

中
・
高
校
生
が
研
究
し
応
募
し
た

中
か
ら
口
．
取
優
秀
賞
四
点
、

七
点
、
指
導
者
賞
二
点
を
選
出
す

る
も
の
で
、
，
最
優
秀
賞
と
な
っ
た

四
点
は
県
代
表
と
し
て
中
央
審
査
『

に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
生
物
部
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん

だ
研
究
は
、
　
「
松
之
山
地
方
の
自

然
研
究
」
と
い
う
広
い
テ
ー
マ
で
、

今
回
は
そ
の
中
の
植
物
と
昆
虫
に

務
者
が
死
亡
の
事
実
を
知
っ
た
日

か
ら
、
そ
の
日
を
含
め
て
七
H
以

内
に
届
け
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

‘

つ
い
て
の
一
部
を
ま
と
め
、
応
募

し
た
も
の
で
、
B
5
判
一
五
五
ぺ

ー
ジ
の
報
告
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
査
員
の
評
価
も
高
く
「
一
つ
の

研
究
を
大
事
に
ま
と
め
る
と
今
後

す
ば
ら
し
い
作
品
に
仕
上
が
る
だ

ろ
う
」
と
、
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
物
部
は
昨
年
四
月
発

足
し
、
現
在
高
橋
広
助
君
を
部
長

に
部
員
が
二
十
名
お
り
、
小
林
先

生
を
中
心
に
松
之
山
の
自
然
に
関

す
る
資
料
集
め
や
分
析
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
学
生
科
学
賞
の
表
彰
式
は

　
　
　
十
一
月
二
十
九
日
に
新
潟

　
　
　
市
で
行
わ
れ
ま
も
た
。
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タバ群縄・キリ

忘年会や新年会など、何かと人の集まる機会が多い年末

年始。話がはずむ楽しい集まりですが、部屋中に充満した

タバコの煙はいただけませんね。

　煙が部屋の中にたちこめてし

まったら、水でぬらしたタオル

をよくしぽって振り回しましょ

う。よどんだ煙を吸収してくれ

ます。タオルは大きい方がより

効果的です。ぜひ試してみてく

ださい。
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派
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〃　　　臼

お《導》み（死亡）

柳　カノさん　81歳（湯　本）柳屋

高橋よ志さん　92歳（天水島）重屋

高橋ワカさん　90歳（天水島）豆腐屋

南雲重吉さん62歳（西之前）林

※11月1日より30日までの届出分です。

（死亡年月日）

2・11・23
2・11・24
2・11・26
2・11・29

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
τ

f
～
1
ー
γ
4
『
・

～
ー
ー
「
ー
r
｝
●

ー
マ
．
●
侵

ー
㌧
●
●
⊥

ー
ノ
●
†
●

ー
b
●
●

　
　
　
㌧
㌧
」

名
な
死
活
の
手

丁
の
下
ハ
ネ
が

サ
エ
に
は
黒
3
、

麗
な
手
筋
で
見

リ
と
さ
れ
て
至

正
解
者
　
若

　
　
　
　
　
村

　
　
　
　
　
久

アがの
夕華オ黒有

⑤
2

　
す
．
心
●
●
士

．
堕
⑳
　
4
」
b
捧

一
『
・
　
‡
U
●
●
●

●

噂
　
μ
盒

筋
で
す
。

う
ま
い
手
。
つ
い
で
白
2

、
5
の
ホ
ウ
リ
込
み
連
発

事
生
き
。
2
図
い
っ
た
ん

平
然
と
3
に
ツ
ギ
ま
す
。

H
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷

函
　
伸
さ
ん
（
湯
本

〔
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島

11

月
号
の
答
え

1
図　

Ff
～
珪
」

～
　
　
　
　
　
　
　
I
L
匠

　
　
　
F
ー
㌔

ー
ー
「
j
T
｝
●

ー
“
●
↑
、
r

一
H
見
＆
観

L
－
．
9
、
σ
で
o

烈
験

汁
f
曳
●
●
●
、
、

　
　
　
－
忘
8

2

1

図

レ〆心
●〆） 一

●21

五

四

二（．

｝

●●　1
）十●●
　ρ

《）9）1

イ　ロハニホ　ヘ　ト　チ　リ　ヌ

黒先き白死（5手まで）

詰碁の解答を募集しでい

ます。12月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

腸
有
段
を
め
ざ
し
て

大切にしたい水資源

ブ

「水道」

冬に備えて点検を！

　
降
雪
の
時
期
を
迎
え
冬
川
い
を

さ
れ
た
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
の
点
検
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

　
例
年
、
寒
く
な
る
こ
の
時
期
に

多
く
発
生
す
る
の
が
「
水
道
」
の

ト
ラ
ブ
ル
で
す
皿
凍
結
に
よ
る
水

道
管
の
破
裂
・
漏
水
な
ど
、
知
ら

な
い
う
ち
に
発
生
し
、
春
に
な
っ

て
か
ら
発
見
さ
れ
る
事
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
水
道
料
金
だ
け
の
問
題

で
な
く
、
浄
水
槽
が
空
に
な
る
と

い
う
事
態
を
招
く
事
も
あ
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
降
雪
の
前
に
次
の
点

を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
メ
ー
タ
ー
器
の
L
に
何
か
置
い

　
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。

＊
家
の
中
へ
の
引
き
込
み
管
の
保

　
温
設
備
は
十
分
で
す
か
。

＊
冬
期
間
鷲
守
に
な
る
家
、
ま
た

　
は
作
業
所
・
車
庫
等
に
水
道
が

　
引
い
て
あ
る
所
は
、
元
栓
を
し

　
め
る
な
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※
冬
の
間
、
水
道
を
使
っ
て
い
て
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に
圧
が
無
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り
し
た

　
場
合
は
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
早
め
に
役
場
水
道
係
か
業
者
に

頼
ん
で
、
調
べ
て
も
ら
い
ま
し

　
ょ
う
。

週46時間労働制の
　　　猶予措置が終了します
　改正労働基準法が昭和63年4月1日に施行

され、1週間の法定労働時間は、原則46時間

となっています。また、　100人以下の製造業・

商業、300人以下の建設業・接客娯楽業など

一定の業種・規模の事業場については、猶予

措置により従来どおり、48時間です。しかし、

この猶予措置は、平成3年3月31日で終了し
ます。

　猶予措置の対象となる事業場にあっては、

猶予措置が終了する前に、できるだけ早く所

定労働時間が46時間以下になるよう計画的に

対応することが望まれます。

詳細については、十日町労働基準監督署第

一課（行0257－52－2079）にお問い合わせく

ださい。
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催
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熱
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す
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績
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ら
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。
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猶予措置が終了する前に、できるだけ早く所

定労働時間が46時間以下になるよう計画的に

対応することが望まれます。
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．
平
成
二
年
も
残
す
と
こ
ろ
二
〇

日
余
り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
一
年
が
あ
ま
り
に
も
早
く
過
ぎ

て
行
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
同
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
本
確
的
な
冬
を
目
の
前
に
し
て

い
る
わ
け
で
す
が
比
較
的
暖
か
い

H
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
今

年
の
冬
も
小
雪
な
の
で
は
、
な
ど

と
、
つ
い
油
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。

気
を
引
き
締
め
て
冬
に
備
え
た
い

も
砂
で
す
。

　
年
末
年
始
、
家
庭
で
火
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
火
事
に
気
を
つ
け
て
、
良
い

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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大会も行
2日には雨の中

新
年
あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
年
今
年
は
ど
ん
な

一
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

賑
わ
い
を
み
せ
た
ス
キ
i
場
で
す
が
、

雪
が
少
な
く

ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。
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